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H29. １. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
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盆
地
ゆ
え
に
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
伊
佐
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
伊
佐
ら
し
い
と
感
じ

る
の
は
冬
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
年
は
天
気
が
良
く
暖
か
い
お
正
月
で
始

ま
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
気
候
が
い
つ
ま
で

も
続
く
は
ず
も
な
く
、
１
月
16
日
に
は
マ

イ
ナ
ス
６
・
７
度
、
25
日
に
は
今
季
最
低
気

温
の
マ
イ
ナ
ス
７
・
７
度
を
記
録
し
ま
し
た
。

（
１
月
25
日
現
在
）

　

表
紙
の
布
計
の
つ
ら
ら
は
16
日
に
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
道
路
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い

な
い
場
所
で
す
が
、
つ
ら
ら
の
あ
る
岩
場
に

近
づ
く
に
つ
れ
て
空
気
が
冷
た
く
な
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。
広
報
紙
の
編
集
中
も
表
紙
を

見
る
と
、
つ
ら
ら
の
辺
り
が
ま
る
で
冷
蔵
庫

の
中
に
い
る
よ
う
だ
っ
た
の
を
思
い
出
し
、

ひ
と
り
寒
気
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

寒
い
時
期
に
は
な
に
か
あ
た
た
か
い
写
真

を
表
紙
に
し
よ
う
。
次
の
冬
に
向
け
て
そ
う

決
意
し
ま
し
た
。

総人口　27,078 人　  （－       55）
　男　　12,583 人　  （－       27）
　女　　14,495 人　  （－       28）
世帯数　13,713 世帯  （－       23）
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　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレ
　ゼントが当たります。当選者
　の発表は商品の発送をもって
　かえさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

　

久
留
米
で
開
か
れ
た
同
窓
会
の
席
、
福
岡
県
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会
長
か
ら
鹿
児
島
出
身
者

に
名
指
し
で「
デ
ミ
ョ
ウ
コ
サ
ン
カ
ラ
モ
ウ
ソ
ウ
」

と
は
何
ぞ
や
と
切
り
出
さ
れ
、
初
耳
だ
っ
た
か
ら

た
じ
ろ
い
だ
。
か
ら
く
り
が
分
か
っ
て
、「
コ
サ

ン
（
布
袋
竹
）
デ
ミ
ョ
ウ
（
寒
山
竹
）
カ
ラ
（
真
竹
）

ハ
ッ
チ
ッ
（
淡
竹
）
モ
ソ
（
孟
宗
竹
）」
と
応
じ
た
。

後
日
、
歌
を
詠
む
曽
木
の
姉
に
聞
く
と
筍
の
お
い

し
さ
順
と
し
て
話
題
に
な
る
と
の
こ
と
、
忘
れ
て

い
た
古
里
言
葉
に
し
ば
し
浸
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
静
岡
県　

Ｈ
Ｎ　

80
代
）

　
Ｈ
Ｎ
さ
ん
、
私
も
初
耳
で
し
た
。
答
え
を
聞
い

て
も
わ
か
っ
た
の
は
コ
サ
ン
竹
と
孟
宗
竹
だ
け
。

も
っ
と
い
ろ
ん
な
地
元
の
言
葉
に
触
れ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

３
月
号
のプレ

ゼ
ン
ト

伊佐美チョコ （㈲橋脇風月堂提供）

　韓国山頂からの初日の出。
昭和 30 年代から登っていま
すが、今年の初日の出は最高
でした。 （羽月　鳥神山大好
きおじさん　70 代）

　元日夜、針持の小谷自治会
の鬼火焚き。竹の弾ける音が
パーンと山あいに鳴り響く。
悪いもの全部飛んでいけ～

（山野　ジョン　20 代）


